
クラウド型IoT遠隔漏水監視システム

リークネッツセルラー LNL-C

危機管理体制の強化

事故リスクの低減
災害時などの復旧
活動の迅速化

予防保全型の維持管理

効果的な資産管理
(長寿命化)

ライフサイクルコスト低減

業務効率化と
配水の最適化に寄与

毎日の点検
省力化

経営の改善

サービスの向上

安定した水供給
異常発生時の早期対応

水道施設の予防保全や長寿命化に寄与し、安心安全な水の安定供給に貢献



DX技術の標準実装を前倒し 5年から3年に

(2025年2月20首相官邸デジタル行財政改革会議)

石破首相は政府の会議において、埼玉県で発生した重大事故を受
け、上下水道インフラの老朽化に対応し、自治体による事業運営
を持続可能なものとすることが急務だとし取り組みを求めた。
国土交通・総務両大臣に対して、漏水検知、地中管路の点検等に
センサーや人工衛星データを用いたＤＸ技術を今後５年程度で全
国で実装するという目標を大幅に前倒しし、３年程度で全国で標
準実装するよう指示した。

DX技術の標準装備
メンテナンスの
高度化・効率化

上下水道サービスが
持続的に提供される社会を実現

LNL-C リークネッツセルラーの採用実績

上下水道DX技術カタログ（国土交通省）

各省庁HPにカタログ掲載されました！

デジタル地方創生サービスカタログ（デジタル庁）

上下水道DX技術の社会実装を加速

全国で
採用拡大中

(2025年6月時点実績)

お客様からの声

継続的な監視により重大事故に繋がる前
に確認できることは、安心安全な水の提
供に繋がっています。

監視により重要なエリアに漏水は無いと
確認できたので安心感があります。

監視によって得られたデータは蓄積でき
るので、漏水兆候の把握や早期発見に繋
がるほか、管路更新の優先順位を決める
ツールになりうると思います。

採用事業体数

83
事業体

累計監視箇所数

4,100
箇所以上

監視ご採用箇所

1.主要/横断道路
2.老朽管
3.事故履歴有管路

4.その他

47％
21％
16％

16％



監視事例と漏水検知ケース

災害発生後、給水管及び配水管の
2箇所の漏水を早期発見

災害発生時の早期検知

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径150mm 設置個所：国道下の配水管仕切弁

漏水発見修繕後に監視を継続し
給水管の復元漏水を発見

復元漏水の監視

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径100mm 設置個所：住宅街の配水本管仕切弁

約300m離れた先の給水管の漏水を発見

長距離検知

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径100mm 設置個所：国道下の配水管仕切弁

口径800mmの漏水(模擬漏水)を
監視センサーで検知

中大口径管路の異常検知

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径800mm 設置個所：：軌道沿い配水本管の空気弁

交通量の多い国道沿いの管路監視

＜設置情報＞

管種：DCIP,GP,VP 設置個所：国道沿いの配水管

慢性的に渋滞が発生する道路沿いにて漏水を発見

漏水確認
修繕

昼夜で水使用が止まらない繁華街での
長期監視による経時変化とAI判定にて漏水を発見

音聴調査が困難な場所での長期監視

＜設置情報＞

漏水箇所：アーケード歩道内給水管

異常検知
漏水箇所
特定

修繕



●漏水事故リスクの低減に寄与

AI管路劣化診断

管路更新

AI漏水監視（LNL-C）

リスクが高い
管路が可視化

AI管路劣化診断にて現状の把握を行い、選定した監視箇所に対して遠隔にて漏水監視を行うことで
漏水事故リスクを低減させることが可能となります。

MCPC award2022 ユーザー部門 グランプリ・総務大臣賞受賞

モバイルのIoTやAIの利活用によりDXを推進し、社会発展に貢献することを目指し設立されたモバイルコン

ピューティング推進コンソーシアムMCPCは 2003年以降、年1回「MCPC award」を開催してモバイルシステムの

導入による「業務効率化」「社会貢献の推進」等の成果を上げた事例を顕彰し、モバイルソリューションの更な

る普及促進を図っています。

20回目となる「MCPC award2022」において、グランプリ及び総務大臣賞は、「クラウド型IoT遠隔漏水監視シス

テム リークネッツセルラー」を活用した水道管の維持管理による社会貢献の推進・業務効率化事例で、愛知県

豊橋市上下水道局様と共に共創事業者としてフジテコム株式会社が受賞をいたしました。

日本水道新聞 2020年11月26日号

AI劣化診断からの管路監視

＜設置情報＞

設置個所：軌道下や国道等を横断する配水管の仕切弁

漏水多発エリアの監視により複数個所の漏水を発見

漏水多発エリアの管路監視

＜設置情報＞

管種：DIP 口径75～150mm 設置個所：住宅街

漏水リスクが高いと予測された管路の継続的な監視と
状態把握により予防保全型の維持管理を実現

異常検知

修繕

異常検知

漏水箇所
特定



LNL-Cの概要

LNL-Cの概要と特長

WEBアプリ表示機能 － ユーザーインターフェースがさらに向上！ －

設置場所リスト

設置している監視装置をリスト形式で一覧表示

地図

設置している監視装置を地図上にプロット表示

判定結果

設置している監視装置の状態を色別で表示
※AI漏水判定機能はプレミアムプランに標準搭載されております。

水道管路の付属設備（消火栓・
仕切弁）に設置し、センサーで
測定されたデータが携帯通信
網を介しクラウドサーバーへ保
存されます。

保存されたデータは、システム
で漏水判定され、パソコンやス
マートフォン、タブレットなどで
場所を問わず確認することがで
きます。

Googleストリートビュー表示

マップの人型アイコンよりストリートビュー表示が可能

アイコンの強調表示

選択した設置箇所が地図の中央に点滅して表示

地図表示の固定

スクロール時に固定させるか、連動して動かすか選択可能

レイアウト表示変更

地図、詳細情報、設置箇所リストの並べ替えが可能

異常発生時にはメールやLINEでお知らせ



その他機能

SNSによる情報共有 －早急な漏水修繕手配を可能に－

ファイリング機能 － 写真やデータファイルを設置ロガごとに紐づけ －

本システムではLINEアプリケーションによるPUSH通知を採用しているため、いつでもどこにいても、漏水が発生

したことを登録済みのLINEグループにてメンバー全員に同時に通知可能です。

現場情報（被害状況・漏水箇所等）、対応状況、作業状況を確認でき、早急な漏水修繕手配が可能となります。

アラートをPUSH通知

グループ内で即時情報共有

写真やデータファイルをアプリ上で共有し閲覧することが可能です。設置ロガーごとにデータが紐づけられ、設

置箇所の管路図や竣工図もアプリで確認できますので、即座に確認調査が行えます。漏水発見後は、漏水

データを登録し、データを蓄積することで将来的な漏水分析の一助となります。

特定の日付にてメンテナンス報告書の登録が可能です。設置ロガーごとに対応履歴を残すことができ、現場情

報（被害状況・漏水箇所等）、対応状況、作業状況等の情報共有が容易になります。

※下記機能はプレミアムプランに標準搭載されております。

メンテナンス報告機能 － 特定の日付にて登録が可能 －



AI判定について

AI判定効果事例

からぶりの低減

「経過観察」から「漏水なし」と判定できたことで無効稼働数を減らし、業務効率化に寄与

「経過観察」判定

自動判定 ハイブリッド判定

「漏水」判定

見逃しの回避

「経過観察」から「漏水」と再判定できたことで、漏水の見逃しを回避

従来の判定方法にAI判別モデルを融合したハイブリッド判定を採用

従来のアルゴリズムだけでは困難であった

漏水の『からぶり』 や『見逃し』  を低減することが可能

※『からぶり』・・・漏水判定となり確認調査を実施したが、漏水発見できなかったため、誤判定と判断されたケース

※『見 逃 し 』・・・漏水判定ではなかったため確認調査を実施しなかったが、実際には漏水であったケース

水道管や水道設備は様々な状況下で敷設されているため

センサーで検知する漏水音だけではなく、設置箇所や周囲環境に大きく依存します

ハイブリット判定によって判定精度向上

各監視箇所の定常状態(漏水なし)を学習させることで

平常時からの異常変化を検知可能な、

現場環境や地域特性に合わせたアルゴリズムを使用しています。

※ ※



LNL-Cトピックス

NHK福岡にて福岡市長の会見及び
IoT遠隔漏水監視システムの概要が放送されました

NHK福岡放送局にて、10月23日に行われた福岡市の高島市長
の会見の様子と、弊社IoT遠隔漏水監視システム・リークネッツ
セルラー（LNL-C）の実際の現場の様子とWebアプリについてが
放送されました。
映像は、下記二次元コードより視聴することができます。

福岡NEWS WEB（NHK）
「水道管老朽化する福岡市AIが漏水かどうか調べるシステム導入」

福岡市「先端技術公共調達サポート/AI・IoTセンサ等を活用した
水道管漏水調査」実証事業についての市長会見が行われました

福岡市の高島市長は、同市が実施した「先端技術公共調達サ
ポート/AI・IoTセンサ等を活用した水道管漏水調査」実証事業に
おいて採用された、フジテコムのIoT遠隔漏水監視システムの概
要について10月23日の定例会見で発表されました。映像は、下
記二次元コードより視聴することができます。

福岡市 市長会見「AI搭載のIoTセンサシステム」を
活用した水道管漏水調査を実装します！

2月7日(金)19:30～21:00にBS放送TBSで放送された「報道
1930」にて、リークネッツセルラーLNL-Cを使用した監視に
ついて紹介されました。
先日発生した道路陥没事故を受け、急増する日本の老朽イン
フラと維持管理について取り上げた番組です。
リークネッツセルラーLNL-Cは番組内の福岡市水道局様のイ
ンタビューと合わせて放送されました。
番組ホームページからアーカイブ視聴が可能ですので、
是非ご覧ください。

BS-TBS「報道1930」で
リークネッツセルラーLNL-Cが紹介されました

BS-TBS「報道1930」2月7日(金)放送アーカイブ
※福岡市水道局様の取り組みは29分45秒～
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